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コムギ族植物のアミラーゼアイソザイムに関する研究

N.普通系コムギのアミラーゼアイソザイム遺伝子の

座乗している染色体の同定

君く 士
山 照 人*

(昭利]55年8月11日受理)

STUDIES ON AMYLASE ISOZYMES OF TRITICEAE 

IV. Chromosomal Identification of Genes Controlling Amylase 

Isozymes in Hexaploid Wheat 

Teruto NAGA YOSHI 

Abstract 

The present study was carried out to identify the chromosome locating the stractual gene (s) for amylase 

isozymes in hexaploid wheat. For this purpose， an analysis of amylase isozymes was made on the aneu-

ploids of Tritt"cum aestivum cv. Chinese Spring， i. e. 91ines of nullisomics，27 lines of nulli-tetrasomics， 

33 lines of ditelosomics and 7 lines of nulli-pentaploids (Table 1 and Fig. 1). The results obtained are 

summarized in the following. 

By the disc-isoelectrophocusing in acrylamide gel， 22 isozyme bands were able to be identified in the 

amylase zymogram from germinated seed of Chinese Spring disomics. They were classified into 3 groups. 

The first group was identified as α-amylase， the second as s-amylase， and the third as unidentified ones. 

The 3 nullisomics(nulli-4A， unlli-6A， nulli-6D)， the 9 nulli-tetrasomics (nul1i-5B tetra-5A， nulli-B tet'ra-

5D， nulli-6D tetra-6A， nulli-6D tetra-6B， nulli-6A tetra-6B， nulli-7 A tetra-7B， nulli-7 A tetra-7D， nulli-

7B tetra-7A， nulli-7B tetra-7D)， the 7 ditelosomics (ditelo-4Aa， ditelo-6Aa， ditelo-7AS， ditelo-7BS， ditelo-

3DS， ditelo-6Dα， ditelo-7DS) and the 3 nulli-pentaploids (nulli-penta 3D， nulli-penta 6D， nulli-penta 7D) 

were different from the disomic control in their isozyme patternes (Fig. 2， 3 and 4). 

Thus， the chromosome armes involving gene(s) for amylase isozymes may be identified as follows: 

5BL， 6Di9， 6As， and 4As for α-3，α-5，αー6and 0'-7 ofα-amylase isozymes， respectively; 4AI9 and 7DL for 

s-1 and s-3 of s-amy lase isozymes， respecti vely; 3DS for all of 3 isozymes，月一5，s-7 and s-9; and 7 AL， 

7BL， and 7DL for III-1 and III-3，III-4 and III-5， and 1II-2 of No. 3 zones amylase isozymes， respectively. 

緒雷

コムギのゲノムは，その原始的なゲノムから長年月を

経てA，B. Dの各ゲノムに分化し，とれらが自然状態

で合成され普通系コムギが生じたととはすでに明らかに

されている 2)。乙の過程でA，B， Dの各ゲノムはよく

分化してはいるが同組性を強存せしめている。これは普

通系コムギに 7組の同祖群が確立されている ζと，コム

ギの nulli-tetrasomicsは同祖染色体問の組み合わせの

事防疫j遺伝学研究窓

ときに商い補償作用を;示し，他の組み合わせに比べ，よ

りdisomicsIC近い形質および形態を示す8，10)ことから

も明らかである。

SEARSはこの同組染色体の補償作用を利用し，普通

系コムギの一品.fiIiITriticum aestivum cv. Chinese 

Springを用い， monosomics， nullisomics， telosomics， 

nulli-tetrasomicsなどの異数性系統の育成に成功した

8，9)。乙れらの系統を用い，コムギの各種遺伝子に関し

て染色体あるいは染色体腕レベ、ルで、遺伝子分析が可能と

なり，その結果が累抗されつつある 1.3，4.7>0
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本研究は上記 ChineseSpringコムギの種々の異数

性系統を用い，コムギ発芽種子腔乳に見出されるアミ

ラーゼアイソザイムの発現に関与している染色体，さ

らに染色体腕を同定する目的で1j-った。

材料および方法

供品昭子は普通系コムギの 'r'f古田 T.aestivum cv. 

Chinese Springのdisomics，nullisomics， nul1itetra-

somics， ditelosomicsおよび nulli-pentaploidの各

異数性系統である (Tuble1)。これらの系統のうち，

nul1i-tetrasomicsは京都大学農学部中井氏により，

di telosomics は岐阜大学農学部阿川氏によって系統維

持されているもので，それらの一部の分譲を受け，直

接あるいは神}i大学112学部悶場で増殖させて用いた。

nul1isomicsは神戸大学農学部防波遺伝学研究室で

系統維持されているものを用いた。また nulli-penta-

ploidは ChinesSpringコムギのDゲノムに関する

monosomicsと二粒系コムギの -1111松 T.durum cv. 

Stewartを交配し，生じたFl和子のうち染色体数が

2 nニ 34ぬもので (Fig.1)，この系統はや/1日大学農学

，:m闘場で台，!l)(されたものである。
泳動分離はディスク泳動装置を月jい，等誼点電気泳

動法により行った。コムギのアミラーゼアイソザイム

は3つのグループに大別されたが(後述)，第 1および

市 3ク、、ループのアミラーゼアイソザイムの分析のため

には，供品郁子をiUったP紙I.:JC['.出置し，これをo'C 

，....， 4 'Cの定泊三:内で 120時1;11日前処理した後， 25'Cの広

は箱!刊で 120fl:f[1日保ち発芽させたものを用い，第2グ

ループのアミラーゼアイソザイムの分析のためには供

品紹子を湿った炉紙 U口市首し.25'Cの定温箱内で24

"""48時間経過させたものを用いた。前者は第 1および

第3グループのアミラーゼアイソザイムの活性を充分

111めるための処置であり，後者はqnおよび第3グノレ
ープのアミラーゼアイソザイムの活性がlqまる前l乙試

料を得るための処置である。

いずれの分析もすべて積子」粒ずつを用い，芽お

ABD 

A A B B D D -1 ( monolD-mono7D ) 

A B D-1 

AABBD( 2n=35) AABBD-l( 2n=34) 

AABBD-1D， AABBD-2D， A阻BD吟 3D，一一一一一一伺MBBD-7D

Fig. 1 Manner of culture of deficient pentaploid 

wheat. 

市
日
IIll 人

Table 1 Aneuploids of Chinese Spring used in the 

present study. 

Nullisomics 

Nullisomic 

1A 

2A 

4A 

6A 

Nulli-tetrasomics 

Nulli-terasomic 

1A-IB 

1A-1D 

3A-3B 

3A-3D 

5A-5B 

5A-5D 

6A-6B 

7A-7B 

7A-7D 

Ditelosomics 

Ditelosomic 

lAL.S 

2AS 

3AL. S 

4Aα 

5AL 

6Aα， j} 

7AL. S 

N ullisomic-penta ploid 

Nullisomic-penta 

1B 1D 

4B 4D 

6D 

lB-1D 1D-1B 

2D-2A 
2B-2D 

2D-2B 

3B-3A 3D-3A 

3B-3D 3D-3B 

4B-4A 4D-4A 

4B-4D 

5B-5A 

5B-5D 

6D-6A 

6D-6B 

7B-7A 

7B-7D 

1B L. S 

2BL 

3BL 

4BL. S 

5BL 

6BL. S 

7BL. S 

1DL 

2Dα • s 
3DL. S 

4DL. S 

5DL 

6Dα. ;3 

7DS 

1D， 2D. 3D， 4D. 5D， 6D， 7D 

よび根をとり除いた残部を試料抽出に供した。第 lおよ

び第3グループアミラーゼアイソザイムの分析にはトリ

ス塩般緩衝液(戸8.5)を3ml，第2グループアミラーゼ

アイソザイムの分析には，酢酸一首I:階ナトリウム緩衝液

(!剥 3.5)を 1ml加え，ょくすりつぶし 10000gで10分間

i心分離した。この!二澄液0.2mlを試料液として用いた。

分離!目ゲルはアクリルアミドを5弱，アンプォライン

(スウェーデン， L.K.B.社製)を l弱含むよう調整し



Chinese Spring コムギの発芽障子眼乳に見IHされる
アミラーゼ、は 3つωグループに大別される 5)。これら 3

つのグルーに属するアミラーゼを別々に泳動分離し，前

述のー児数性コムギの件系統が示すアイソザイムバターン

を disomicsの不すノfターンと比較した。

第 Iグループアミラーゼ(α ーアミラーゼ)

Chinese Sprinばコムギωdisomicsの示すαーアミ

ラーゼザイモグラムには合，;1'7純のアイソザイムが観察

された。これを出'l!:的 lこ等福点の I~~:;jいものより α- 1.

α-3.………α一?と符むをつけてあらわし
た。 α--1アイソザイムは他のアイ、ノザ、イムに比べ活性

が低く，本山ではその行恨の判定がむずかしかったので

分析の対象より除外した。

nullisomics: Table 1 le示した9系統を分析し，こ

れらの系統の示すαーアミラーゼ、アイソザイムパターン

を disomicsの示すノfターン (Fig.2-1) と比較すると

nulli-4A， nulli~-6A および nulli-6D の各系統の示すザ

イモグラムに足異がみとめられた。すなわち nulli-4A

系統はαー7アイソザイムを欠尖し (Fig.2-2) • nulli-

6A系統はα-6アイソザイムを欠失していた (Fig.2-

3)0また nulli--6D系統は a--5アイソザイムを欠尖し

ていた(Fi広.2-4)0伐りのlA.2A. lB. 4B. lD. 4 

D~乙関する nullisomics 6系統はいずれも disomicsと

[IIJ ケイソザイムバターンを示した。

315 コムギ焼植物のアミラーゼアイソザイムl引用する研究

結果および考察Stock solution and gel mixture for gel 

isoelectrof ocusin広・

Table 2 
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唱
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α--2. 

A : B : C : Deionized water=4 : 3 : 2 : 15 

(mixed immediately before use) 

光ffi合法により製作した (Table2)。なお，アンプォラ

インの戸域は第 1ク、、ループアミラーゼ、分離のためには)H

5--8のものをmい， ~:í~ 2 およびi:j:~ 3グループのアミラ

ーゼ分離のためには )115--7および、戸4--6のもωをそ
れぞれ用いた。

電極液は陽極側に0.2Mt~1:酸治械を，陰極側に0.21\1エ

チレンジアミン治j伎を月]い. 4 'CJ:t温宅内で 200V定電

圧電流を2時間30分流した。アミラーゼ、アイソザイムの

検出法は，第2クールーフ。アミラーセ、アイソザイムの検11¥

にあたり，インキュベーションのlI!ifI¥Jを2倍に延長した

以外は前報5) と r~iJ織である。
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Diagram of n-amylase b:mds in germinated whe:lt seed by acrylamide gel isoelectrophoresis. 

1 : disomics， 2 : nulli-4A， 3 : nulli-6A， 4 : nulli-6D， 5 : null-5B tetra-5A and nulli-5B tetra-5D， 

6 : nulli-6A tetra-6B， 7: nulli-6D tetra-6A and nulli-6D tetra-6B， 8: ditelo-4Aα， 9: ditelo-

6D川 10: ditelo-6A(t， 11 : nulli-penta 6D. 

1 0 g 8 7 5 4 3 2 

Fig.2 
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が，残りの 6系統はすべて disomics

示した。

以ヒの結果から ChineseSpringコムギ発芽種子陸乳

に兄山される 7Hの αーアミラーゼ、アイソザイムのう

ち， 4Hについてはその発現に関与している染色体およ

び染色体的が次ω如く明らかとなった。
α-3アイソザイムは nulli-5Btetra-5A 

nulli-5B tetra-5D系統にはみとめられず，

と同ーバターンを

系統，

乙の両系統

ー I~

" 

nulli-tetrasomIcs Table 1 に示した27系統を分析

し，これらの系統の示すαーアミラーゼアイソザイムパ

ターンをdisomicsの示すノfターンと比較した。

nulli-5B tetra-5A系統および nulli-5Btetra-5D 

系統はアイソザイムα-3を欠欠し (Fig.2-5)， nulli-

6A tetra-6B 系統はアイソザイム α-6を欠失してい

た(Fig.2-6)0 また nulli-6Dtetra--6A系統および

nulli-6D tetra-6B系統はα-5アイソザイムをうく尖し

;1< 316 

以外のすべての分析系統にみとめられた。従って， α-

3アイソザイムの克明に 5s染色体が閣与しているとと

が明らかである。しかも ditelo-5sL系統は本アイソザ

イムをイiしているので， 5 B 染色体の長腕がその発J3~!ζ

関与していることになる。

α-5アイ、ノザ、イムは nulli-6D系統， nulli-6D 

tetra-6A系統， l1ulli-6D tetra--6s系統， l1ulli-penta 

6D系統および ditelo-6Dα 系統にみとめられず，他の

すべての分析系統にはみとめられた。従って， α-5ア

イソザイムの浩明には 6D染色体的P腕が関与している

ことが明らかとなった。

α-6アイソザイムはl1ulli-6A

ていた(Fig.2-7)0 

ditelosomics : Table 1 に示した33系統を分析し，こ

れらの系統の示すαーアミラーゼアイソザ、イムパターン

をdisomicsの示すノfターンと比較した。 ditelo-4Aの

系統はαー7アイソザイムを欠尖し (Fig.2-8)， di telo-

6Dα 系統はα-5アイソザイムを欠失していた (Fiε.

2-9)0また ditelo-6Aぺ系統はα'--6アイソザイムをケく

失していた(Fig.2-10)。残りの系統はすべて disomics

と|司ーパターンを示した。

l1ulli-pentaploid : Table 1に示した 7系統を分析し，

乙れらの示す αーアミラーゼアイソザイムバターンと

disomicsの示すパターンを比較した。 nulli-penta6D 

系統はα-5アイソザイムを欠尖していた (Fiぷ. 2-1n tetra-6B系統および ditelo-6Aα 系統にはみとめられ

ず，他のすべての分析系統にみとめられた。従って， α

-6アイソザイムの発現には， 6A 

染色体のF腕が川13しているととが

明らかである。

系統， nulli-6A 

α-7アイソザイムは nulli-4A

系統および ditelc-4A代'系統にはみ

とめられず，この1116系統以外のすべ

ての分i1r系統にみとめられた。従っ

て，a:. - 7アイソザイムの発明には

4A染色体のF腕が関与しているこ
とがiりjらかである O

C~~~ 2グループアミラーゼ

(sーアミラーゼ)

Chinese Sprinμ コムギの disom-

lCSの示す s-アミラーゼザイモグ

ラムには合，lj'lO{tTIO)アイソザ、イムが

似摂された。とれを便宜的に等屯点

の高しヨもωより ，3-1， s-2， s 
-3……，9 -10と何日ーをつけてあら
わし(Fiε.3-1)， (fーアミラーゼと

いH~I乙， ，9 アミラーゼアイソザイ
ムについても各間見数性系統の示す

ザイモグラムと比!院した。

nulli日01111じ日 Table1 I乙示す 9

--

Diagram uf ，S-amylase b:mds in日crminatedwheat seed by 
acrylamide gel isoelectroph~)resis. di川 mics，2 : nulli-4九

3 : ditelo-4AIl'， 4 : ditelo-3DS， 5 : ditelc-7DS‘6 : nul1i -pentn 
3D， 7 : nuIli-penta 7D. 
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s-1アイソザイムは nulli-4A系統および ditelo-

4Aα 系統にみとめられず，他のすべての分析系統にみ

とめられた。従って.s -1アイソザイムの発現に4A
染白体のF腕が関与していることが明らかである。
s-3アイソザイムは nulli-penta7D系統および
ditelo-7DS系統にはみとめられなかった。従って.s-
3アイソザイムの発現には 7D染色体の長腕が関与して

いることが明らかである。なお nulli-7Dtetra-7 A系統

および nulli--7Dtetra-7日系統も分析したが， ζの両

系統はs-31乙近接して出現するs-4アイソザイムの
活性が尚く .s -3アイソザイムが帯花しないととを確

認出来なかった。

s-5. s-7および s-gアイソザイムは nulli-
penta 3D系統および、ditelo-3DS系統にはみとめられな

かった。従って，月一5.s -7およびs-gのアイソ
ザイムの発現には 3D染色体の長腕が関与していること

が明らかである。なお nulli-3Dtetra-3A， nulli-3D 

tetra-3Bの両系統の示す Fーアミラーゼザイモグラム
にもこれらのアイソザイムはみとめられなかったが，と

の両系統は上紀以外のアイソザイムもそのバンドがみと

められないものもあり，分析より除外した。

第3グループアミラーゼ

Chinese Springコムギの disomicsの示す第3グル

ープアミラーゼサイモグラムには合計5障のアイソザイ

ムが観察された(Fig.4-1) 0 乙れを便宜的に等電点の高

いものから111-1， B1-2. ]1-3……11-5と符号を
つけてあらわした。

nullisomics : Table 1 に示した9系統を分析したが，

これらの系統の示す第3グループ。アミラーゼアイソザイ

ムバターンはすべて disomicsの示

すバターンと同ーであった。

nulli-tetrasomics : Table 1に示

nul1i-

コムギ佐官;物のアミラーゼアイソザイムに関する研究

系統を分析し，これらの系統の示すPーアミラーゼアイ

ソザイムバターンを disomicsの示すノfターンと比較し

fこ。

nulli-4A系統は月一 lアイソザイムを欠失していた

が(Fig.3-2)，他の分析系統はいずれも disomicsと同・

バターンを示した。

nulli-tetrasomics: 2， 3の系統で全体に活性の低い

ものや，二つのアイソザイムが接近して表れるために，

アイソザイムの有無を確認できない系統がみられた(後

述)以外は分析したすべての系統が disomicsとriij-s-

アミラーゼアイソザイムパターンを示した。

ditelosomics: Table 1 に示した33系統を分析し，こ

れらの系統の示すs-アミラーゼアイソザイムパターン

と disomicsの示すノfターンを比較した。 ditelo-4Aの

系統は s-1アイソザイムを欠失し (Fig.3-3)， di telo-

3DS系統はs-5.s-7， s-gの 3棺のアイソザ
イムを欠失していた(Fig.3-4)。また ditelo-7DS系統

はs-3アイソザイムを欠失していた (Fig.3-5)。
nulli-pentaploid : Table 1に示した7系統を分析し，

これらの系統の示す戸ーアミラーゼアイソザイムパター

ンと disomicsの示すノfターンを比較した。 nul1i-penta

3D系統はs-5，s-7および、s-gの3極のアイソ
ザイムを欠失していた(Fig.3-6) 0 nulli-penta 7D系統

はs-3アイソザイムを欠失していた (Fig.3-7)。残り
5系統はいずれも disomicsと同一ノfターンを示した。

以上の結果から disomics!C見出される10種のFーア
ミラーゼアイソザイムのうち 5慌について，その発現l乙

関与している染色体および染色体腕がドduの如く明らか

となった。

した， 27系統を分析したが，

7 A tetra-7日系統および、 nulli-7A 

tetra-7D系統は BI-1および，目

--3アイソザイムを欠尖していた

(Fig. 4--2) 0 nulli-7B tetra-7 A系

統は，国一 4アイソザイムおよび，

B1-5アイソザ、イムを欠失していた

(Fig. 4-3)0 

ditelosomics : Table 1に示した

33系統を分析したが， ditelo-7 AS系

統は1-1および貫一 3アイソザイ

ムが欠失していた (Fig.4-4)。

ditelo-7BS系統は1-4および

-••• 圃聞
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••• 
園田
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-
園
田-
--

-
園
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園
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NU門BER

l 
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向

5 

Diagram of III--zone amylase bands in germinated wheat seed 

by acrilamide gel isoelectrophoresis. 1: disomics， 2 : nul1i-7 A 
tetra-7s and nulli-7 A tetra-7D， 3 : nulli.附一拘蜘‘句句句-句

4:d品it旬elo【o一7AS， 5 : ditelo-7BS， 6 : ditelo-7DS， 7: nulli--penta 7D. 

6 5 4 3 2 

Fig.4 
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m-5アイソザイムを欠失していた (Fig.4-5) 0 また

ditelo 7DS系統は m-2アイソザイムを欠失していた

(Fig. 4-6)。残りの30系統はすべて disomicsの示すザ

イモグラムと同・バターンを示した。

nulli-pentaploid : Table 1 に示す7系統を分析した

が， nulli-penta 7D 系統は m-2アイソザイムを欠尖

していた(Fig.4-7)。残りの 6系統はいずれも disomic・8

と同一パターンを示した。

以上の結果より m-1および、m-3アイソザイムは，

nulli-7 A tetra-7B系統， nulli-7 A tetra-7D系統およ

び ditelo-7AS系統にみとめられず他の分析系統にはみ

とめられた。従って， m -1およびm-3アイソザイム

の発現には 7A染色体の長!胞が関与していることがり]ら

かである。

m-2アイソザイムは nulli-penta 7D 系統および

ditelo-7DS系統にみとめられずfti!の分析系統にみとめ

られた。従って，間 -2アイソザイムの出現には 7D沿

色体の長腕が関与しているととが明らかである O

国-4およびm-5アイソザイムは nulli-7B tetra 

7A系統， nulli-7B tetra-7D系統および ditelo-7BS系

統にはみとめられず，他の分析系統にはみとめられた。

従って， m -4およびm-5アイソザイムの活引には 7

Bi染色体の長腕が関与していることが明らかである。

rx-， s-および第3グループアミラーゼアイソザイ
ムに閣する分析結果をもとに， Chinese Springコムギ

にみとめられるアミラーゼアイソザイムのちう，そのJe

l)J!こ|見守している染色体および、染色体仰のiりjらかになっ

たものを Table3にまとめた。 Fiε. 1， 2、3および

Table 3より fijJらかなように ChineseSprin只コムギに

みとめられるアミラーゼアイソザイム22桁のうち14開に

ついてはその発現に関与している染色体が|リjらかとなっ

たが，残りの 8開については同定できなかった。こωj以

内の l つは，材料に用いた異数.~!:系統コムギが〉己全にそ

ろっていないこと，また nullisomicsは材料T，n子が少な
し分析しでも充分にアイソザイム活性を検iJH I ¥ ~~なか

った系統もあったことが考えられるO 仙の一つは， A， 

B， D 3つのゲノムのI:"d!乙アミラーゼアイソザイムの克

現に|掲与している遺伝子に分化がみられず，あるアイソ

ザイムの発現に閣与している染色体の一対が欠火してい

ても，この染色体とIliJtil染色体上にはじアイソザイムの

発現に関与している遺伝子が在在しているために， '}く欠

染色体の影響を確認出来なかった乙と，あるいは1;0tll染

色体上の遺伝子聞に分化が生じていても本実験に用いた

分析法ではそれらの差異をIX別出来なかったことが巧え

られる。

7
1
 

1
 
一

i 照 人

Table 3 Chromosome arm location of the genes 

for individal amylase isozymes of 

仁hineseSpring wheat. 

isozyme bands chromosome arms 

α-3 5BL 

α-5 6D;3 

α-6 6As 
α-7 4Ai3 

s-1 4A，9 
s-3 7DL 

s-5 3DL 

s-7 3DL 

s-9 3DL 

m-1 7l¥ L 
m-2 7DL 

m-3 7AL 

m-4 7B L 

m-5 7BL 

rll井ら 4)はChinesSpringコムギのnulli-tetrasomics

を用いてエステラーゼアイソザイムを分析し，エステラ

ーゼ生産法伝子は第 2. ;~~3 および出 6 rli]祖群の染色体

上に仔在する乙とを間(iiしている。

HART and LANGSTON3)もまた同じ nulli-tetrasom-

icsを用い， リポキシゲナーゼ (LPX).エンドペプチダ

ーゼ(EP).酸性フォスファターゼ (ACPH)，アミノペ

プチダーゼ (AMP)およびアルコールデヒドロゲナーゼ

(ADH) の多 ~I;IJ.現象と染色体との関係を分析し，とれら

の昨素を生産する+持活泣伝子nrはいずれも同組染色体仁
lと存 ~i: していることを如何している。

アミラーゼアイソザイムに関する本研究の結果より判

断すると，すべてのアイソザイムについてその発現に関

与している染色体を同〉Ell-i来てはいないが， α一，s-
および第3ク、、ループアミラーゼアイソザイムH'fの示す等
電}，I¥(はそれぞれどく限られたボ域内に存在している乙と

が明らかとなった。乙の事:だは 3つのグループのアミラ

ーゼアイソザイムの各々が，故初は一・つの泣伝子から分

化していったことを示すものと考えられる。

また第3グループアミラーゼアイソザ、イムに関して

は，第7同ネn貯がその発現に関与しており，ゲノムの分
化と共にこれらの遺伝子も分化した乙とが推定される。

NISlHIKAWA and NOBUHARA7)は ChineseSpring 

コムギの ditelosomics を用い， αーアミラーゼ、アイソ

ザイムの分析を行っている。彼らも筆者同様にディスク

電気泳動装置を用い，アクリルアミド-ヶール等電点電気泳
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動法lとより分析を行っているが， J~~~の調整法や泳動訟

に若干の差異があり，必らずしも同一結果が得られてい

ない。 NISHIKAWAらの同定したアイソザイムバンドの

うち1， 2， 3， 5および9は筆者のザイモグラムの

αー1， α-2， α-3， 伐 -4および α一7!乙相当

し，彼らのアイソザイムは筆者のパターンではα-5お

よびαー6K分離した。また彼らのアイソザイムバンド

11， 12， 13， 14， 15は筆者のザイモグラム M-l， M-

2， M-3， M-4および、M-51乙相ううするものと思わ

れる。

本分析結果ではα-5アイソザイムの活現に 5B染色

体の長腕が関与している ζとが明らかにされたが，彼ら

は 6B染色体の短腕が関与している結~を得ている。

また本分析ではαー5，α-6およびαー7のアイソ

ザイム発現にそれぞれ6Ds，6Asおよび4Asの染
色体腕が関与している結果が得られたが，彼らはこれを

みとめていない。 ζの原悶として， α-5およびαー6

のアイソザイムは彼らの方法では分離されずl~iJ‘アイソ

ザイムバンドとしたために，両アイソザイムに関与して

いる染色体が見出せなかったという点が折摘できるであ

ろう。

第3グループのアイソザイムに関しては NISHIKAWA

らによっても筆者によっても第 7同相群染色体が閣与し

ている結果が得られてt，亙るO

乙のほか NISHIKAWAらは α-1アイソザイムは6

D染色体のF腕が， α-2アイソザイムは 6A染色体の

長腕がそれぞれ関与していると報告している。前者につ

いては本分析に用いた刀法では活性が低く分析不l可能で

あった。後者に附しては，本分析では nulli-6A，nulli-

6A tetra-6B および ditelo-6A(fおよび ditelo-6As

のいずれの系統にも ζのアイソザイムは出現した。とω
α← 2アイソザイムは刊:粒系コムギにi守山し， --*立系コ

ムギの中で T.boeoticum， T. thaoudar および T. 

monococcum にはずメ在しない6)乙とを巧l議すると， Bゲ

ノムに属する染色体により発現されている可能性が強い

と考えられる。
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摘 要

アクリルアミドケール等協点培気泳動7去を用い，六倍船

コムギ Triticumaestivum cv. Chinese Springの各種

異数性系統 (nullisomics，nulli-tetrasomics， diteloso-

mics， penta-nullisomics)のアミラーゼアイソザイムを

分離し， ζれらの示すザイモグラムの比較を試みた。

乙の結果 ChineseSpringコムギ disomicsの発芽極

子経乳に存在する α一，s-および第三グループのアミ

ラーゼアイソザイム22障のうち14種について，その発五~

l乙関与している染色体腕が明らかとなった。すなわち，

αーアミラーゼに関してはαー3，α-5，α-6お

よび， α一7の各アイソザイムはそれぞれ5B染色体長

腕， 6 D染色体P腕， 6A染色体P腕，および4A染色
体F腕が関与していた。
Pーアミラーゼlζ関してはs-1および、s-3アイソ
ザイムは，それぞれ4A染色体の3腕および7D染色体

の長腕が関与し，s 5， s-7およびs-9の3臨の
アイソザイムは 3D染色体の長腕がI珂与していた。

第3グループアミラーゼに関しては，国一 lおよび、E

-3アイソザイムは 7A染色体の長腕が， m -2アイソ
ザイムは 7D染色体の長腕が関与していた。またM-4

およびm-5の両アイソザイムは 7B染色体の長腕が関
与していた。
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